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アカデミアとの長年の共同研究による裏付け
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朗読から脳覚醒度分析について
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• マインドスケールは朗読カード音読時の発話音声からカオス論的な特徴量（CEM[1]値）を

計算し、音声の揺らぎの度合を評価することで，音声言語野の活動状態（大脳新皮質の

活性度，覚醒度）を定量化する手法を採用しています。

• 右の図のように脳の活性度が高い場合の方が航跡のゆらぎが大きくなります。

• これらの特性を利用し、我々の開発したアルゴリズムではその発話時の脳の活性度を与える

CEM値を計算し、個人差を加味して統計処理し，0〜100のスケールでスコア化しています。

• この技術は福井医療大学 塩見教授らがオリジナルの技術を確立し、弊社と2021年より共

同研究を行なっているオリジナルの技術です。

[1] CEM（Cerebral Exponent Macro）



マインドスケールの優位性 (多軸分析の特許）

4

• 自律神経X脳覚醒度X気分による複数軸の分析に関する特許を取得済みです（現在米国特許出願中）
• 2022年から蓄積した10万セットの測定データを分析し自律神経バランスと脳覚醒の相関はほぼなく、独立した軸として成り立つこと

が立証されました。これにより２軸の分析が可能になりました。
• 2軸の分析から243パターンに分類し現在の状態を把握します。

複数軸の分析に関する特許取得

特許第７８６５５０９号

自律神経バランスと脳覚醒で分類 蓄積された１０万セットのプロット



マインドスケールの優位性 (短時間で高精度分析）
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マインドスケールの優位性 （短期的・長期的に傾向を捉えることが可能）
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• 自律神経は、「交感神経」と「副交感神経」が入れ替わるなど日内変動が大きいですが、脳活性度の日内変動は自律神経に比べて少な
く、より長期的なスパン（３〜４ヶ月）で変動する傾向が見られます。

• 尚、自律神経はホルモンによって伝達して副交感神経に影響が出るまでの時間は早くて数分から数十分と言われていますが、脳活性度の
場合はほぼ瞬時に検知も可能です。



マインドスケールの優位性 （短期的・長期的に傾向を捉えることが可能）
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同一人物の生体プロットの月毎の変遷（2022年1月〜2025年8月（赤丸は注意が必要な状態です）



一般的なウエラブルデバイスの自律神経測定の課題
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通常のウエラブルデバイスでは、脈波から「副交感神経」を測定し
（RMSSD）これによって、「リラックス状態か？」を推測します。

一方で、副交感神経が高い場合：
①「副交感神経も交感神経も高い、ベストな状態」
③「副交感神経が高く交感神経が低い、だるくて回復状態」
という両極端な状態があり、その区別が困難でした。

下記の①の状態と③の状態の区別が困難

べスト回復中



マインドスケールによる分析ではじめてわかること
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ベスト 回復中

自律神経 61 63

脳覚醒 56 29

自覚 56 53

総合 60 52

状態につ
いて

適度にリラックス
していて脳もさえ
ており、パフォーマ
ンスが出やすい
状態

脳覚醒度が低く
疲れている状態
。無理は禁物

ベスト 回復中

• マインドスケールは、朗読からの脳活性度を数値化し更に自律神経を推定し、生体状
態を２軸でプロットします。

• ウエアラブルでは判別困難な「リラックスした状態」 で、「ベストな状態」と、「回復中」を
判別することができます。



４象限分析
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• マインドスケールは、自律神経ｘ脳覚醒度から生体状態をプロット。
• さらに、自覚を含めて状態を２４３パターンに分類しアドバイスを提供。

• このゾーンの特徴：
「がんばりすぎ・張りつめ状態」。
頭は冴えて集中しやすい一方、体
と心が常に緊張しています。仕事
のスイッチは入りやすいですが、疲
労が蓄積しやすく、気づかないうち
にストレスが溜まりやすい状態です。

• このゾーンの特徴：

「回復途中・ぼんやり状態」。体は
休めていますが、頭の働きが低下し
ている状態です。眠気やだるさを感
じやすく、注意力が下がりやすいた
め、運転や作業時には注意が必要
です。

• このゾーンの特徴：

「疲労・ストレス蓄積状態」。気持
ちは張りつめているのに、頭が働き
にくい状態です。 疲れが抜けず、
集中力が続かない、イライラしやす
いといった不調が起こりやすくなって
います。

• このゾーンの特徴：
「理想的なパフォーマンス状態」。
頭も体も安定し、落ち着いて物事
に取り組める状態です。集中力と
余裕のバランスが良く、判断力や作
業効率も高まります。 心身ともに無
理のない、理想的なコンディションで
す。



状態のモニタリング（例）
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	スライド 1: マインドスケールのメカニズムについて
	スライド 2: アカデミアとの長年の共同研究による裏付け
	スライド 3: 朗読から脳覚醒度分析について
	スライド 4: マインドスケールの優位性 (多軸分析の特許）
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